
日本慢性期医療協会入会のご案内

２０２５年には、高齢者人口のピークを迎えます。その後も少子高齢化は進むことが予想され、今、
日本の社会全体が変わろうとしております。医療・介護の提供体制についても、患者・利用者、地域
社会を主体としたシステムに舵が切られ、平成２６年の診療報酬改定では「地域包括ケア病棟」、平
成３０年度介護報酬改定では「介護医療院」が制度化されました。このような背景の中、これからの
慢性期医療は、急性期治療を終えた患者の受入れ、在宅からの慢性期救急患者の受入れなどに対応し
ながら、治療、リハビリテーション、手厚いケアを提供し、地域社会の中で患者・利用者が暮らすこ
とができるようサポートしていくことが求められています。慢性期医療のサービス体系は、地域包括
ケア病棟、回復期リハビリテーション病棟、療養病棟などの病棟と、介護医療院、老健、特養などの
介護保険施設、通所系・訪問系の在宅医療サービスまで幅広い分野にわたります。
日本慢性期医療協会では、患者・利用者のニーズに応えられる質の高い慢性期医療を提供できるよう
学会・研修事業、調査・研究事業などを展開しつつ、厚生労働省の数多くの審議会等にも委員を派遣
し、現場の意見を反映させるように努めております。また、協会内には「日本介護医療院協会」を組
織し、介護医療院の状況を把握し、今後のスムーズな運営ができるように活動しております。是非と
もご入会賜りまして、ともに慢性期医療の発展を目指していくことができれば幸いに存じます。

①日本慢性期医療学会・慢性期リハビリテーション学会「一般演題」の発表
②研修会、認定講座、講演会等への会員価格での参加
③各種委員会活動への参加
④日本慢性期医療協会誌「ＪＭＣ」（隔月刊）定期送付
⑤日本慢性期医療協会誌「ＪＭＣ」への論文投稿の資格、他

入会特典 ( 正会員 )

年会費算定の対象となる定員数は、
慢性期医療に携わる病床数および
介護医療院の療養数と致します。
介護医療院は単独で設立されている
場合を除き、病院全体としてのご入会
をお願いしております。

※病院（介護医療院含む)以外の老健、特養、診療所等の年会費は一律40,000円です。

※１０月１日以降のご入会については、入会年度の年会費を半額といたします。

入会金・年会費

 30未満 40,000円

 30以上100未満 60,000円

100以上200未満 70,000円

200以上300未満 80,000円

300以上400未満 90,000円

400以上500未満 100,000円

500以上 110,000円

入会金   50,000円（1機関当たり）

■

■

※

（注）

会員の対象は、慢性期医療にたずさわる医療機関および施設等です。

【問い合わせ先】　日本慢性期医療協会

慢性期・コム  http://manseiki.com


